
共通テストリスニングの極意 

先ず、こちらの表をご覧ください。直近3回の共通テストリスニングにおける各大問間のインターバルを記録したものです。受験生においては、第5問や第6問で苦戦される方が多い

わけですが、その一つに図表や選択肢の読み取りに手こずることが挙げられます。第5問であれば、4Bの英文放送からの約90秒で読み取りをすることが求められます。当然、その

際、どの部分に強弱をつけて着目すべきかを自分なりにテンプレをいくつかつくっておくことが重要です。なお、このインターバルの間に、解答マークやページをめくる時間も含ま

れているので、注意してください。このように時間を明示した目的は、訓練に際しての目安にしてもらいたいからです。キッチンタイマーやストップウォッチのようなもので、第5問

の図表読み取りを80～90秒で行う訓練はリスニングとは「別に」やるのも学習効果が高いものと思われます。もちろん、このような大問別のトレーニングだけではなく、30分間聴

き続けるという「耳スタミナ」を醸成すべきことは言うまでもなくありません。それでは、次のページで上の図表の放送時間詳細版を示したいと思います。 

放送項目 2023本試験 2023追試験 2022年本試験 2022追試験 2021年本試験

① これからリスニングテストを始めます～1A英文音声開始 50秒 50秒 50秒 50秒 51秒

  ② 1A英文放送終了～1B英文放送開始 31秒 31秒 28秒 28秒 30秒

③ 1B英文放送終了～2英文放送開始 35秒 36秒 33秒 44秒 35秒

④  2英文放送終了～ 3英文放送開始 38秒 38秒 37秒 37秒 37秒

 ⑤ 3英文放送終了～ 4A英文放送開始 53秒 54秒 52秒 52秒 53秒

   ⑥ 4A英文放送終了～ 4B英文放送開始 75秒 75秒 79秒 79秒 81秒

 ⑦ 4B英文放送終了～ 5英文放送開始 96秒 97秒 93秒 96秒 100秒

 ⑧ 5(Q27-Q32)英文放送終了～5(Q33)英文放送開始 72秒 76秒 70秒 73秒 69秒

  ⑨ 5英文放送終了～ 6A英文放送開始 71秒 83秒 75秒 77秒 75秒

⑩ 6A英文放送終了～ 6B英文放送開始 65秒 63秒 59秒 60秒 64秒
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放送時間詳細版その1 

放送項目 2023本試験 2023追試験 2022年本試験 2022追試験 2021年本試験

① これからリスニングテストを始めます～1A英文音声開始 00:00～00:50 00:00～00:50 00:00～00:50 00:00～00:50 00:00～00:51

  ② 1A英文放送終了～1B英文放送開始 02:28～02:59 02:28～02:59 02:34～03:02 02:22～02:49 02:35～03:05

③ 1B英文放送終了～2英文放送開始 04:01～04:36 03:59～04:35 04:07～04:40 03:38～04:22 04:14～04:49

④  2英文放送終了～ 3英文放送開始 07:44～08:22 08:01～08:39 07:47～08:24 07:38～08:15 07:49～08:26

 ⑤ 3英文放送終了～ 4A英文放送開始 11:24～12:17 11:51～12:45 11:37～12:29 11:27～12:19 11:36～12:29

   ⑥ 4A英文放送終了～ 4B英文放送開始 14:33～15:48 14:58～16:13 14:33～15:52 14:24～15:43 14:38～15:59

 ⑦ 4B英文放送終了～ 5英文放送開始 17:27～19:03 17:39～19:16 17:27～19:00 17:19～18:55 17:19～18:59

 ⑧ 5(Q27-Q32)英文放送終了～5(Q33)英文放送開始 21:32～22:44 
(日本語音声は22:39)

21:30～22:46 
(日本語音声は22:42)

21:24～22:34 
(日本語音声は22:29)

21:42～22:55 
(日本語音声は22:48)

21:40～22:49 
(日本語音声は22:45)

  ⑨ 5英文放送終了～ 6A英文放送開始 23:10～24:29 23:12～24:35 22:59～24:14 23:20～24:37 23:14～24:29

⑩ 6A英文放送終了～ 6B英文放送開始 25:39～26:44 25:41～26:44 25:25～26:24 25:47～26:47 25:46～26:50
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最新年度放送時間詳細版その2 

いかがでしたでしょうか。たとえば、2021年本試験を例に挙げますと、まず、リスニングが始まってから最初はいろんなアナウンスがあるわけです。 

開始00秒～51秒にアナウンスが流れます。当たり前ですが、この51秒間で、第1問の問1～問4の選択肢は高速で読まなければなりません。だいたいどのような話題なのか事前に

知っておくと、音声が実際に流れてから、選択肢を再度読み込むことができるので理解が進みやすいわけです。 

放送項目 2023本試験 2023追試験

① これからリスニングテストを始めます～1A英文音声開始 00:00～00:50 00:00～00:50

  ② 1A英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～1B英文放送開始 02:28～02:34～02:59 02:28～02:34～02:59

③ 1B英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～2英文放送開始 04:01～04:06～04:36 03:59～04:04～04:35

④  2英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～3英文放送開始 07:44～07:48～08:22 08:01～08:06～08:39

 ⑤ 3英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～ 4A英文放送開始 11:24～11:32～12:17 11:51～11:59～12:45

   ⑥ 4A英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～ 4B英文放送開始 14:33～15:05～15:48 14:58～15:31～16:13

 ⑦ 4B英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～ 5英文放送開始 17:27～17:38～19:03 17:39～17:50～19:16

 ⑧ 5(Q27-Q32)英文放送終了～日本語音声～5(Q33)英文放送開始 21:32～22:39～22:44 21:30～22:42～22:46 
(日本語音声は22:42)

  ⑨ 5英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～ 6A英文放送開始 23:10～23:40～24:29 23:12～23:44～24:35

⑩ 6A英文放送終了～放送終了日本語アナウンス開始～ 6B英文放送開始 25:39～26:00～26:44 25:41～26:01～26:44
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そして、 

いよいよ開始52秒してから開始7分49秒経過時点まで、第1問と第2問の「2回読みパート」の問題音声が流れます。正直、ここまでは、雑魚問だから、1問も取りこぼしは許されま

せん。ここの41点分は何が何でも死守しなければなりません。 

そして、問題の「1回読みパート」が始まることになります。 

第2問の最後の設問音声が流れ終わるのが7分49秒経過時点です。そして、そのあと、アナウンスや沈黙の時間がしばらく続くことになります。この時点で、第3問のQ12の「質問文

における5W1H」に丸を囲み、4つの選択肢を確認。 

8分26秒から第3問のQ12の音声が8分52秒まで流れ、 

その後、 

8分53秒から9分03秒の約10秒は、無音タイムとなります。ここでは、次のQ13の「質問文における5W1H」に丸を囲み、4つの選択肢を確認。以後、同じ。 

こうして、 

11分36秒時点で第3問最後の設問音声が流れ終わります。 

11分37秒～12分29秒までの52秒間の間に、「図をいま読みなさい」といったアナウンスが流れ、チャートや選択肢を速読し、数時間関係や「設問文」に書かれていることを高速

チェック。 

そして、いよいよ、第4問Aの音声が開始です。設問文が12分30秒から14分38秒時点まで流れます。 

その後、 
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14分39秒～15分59秒までの80秒間、無音タイムとアナウンスタイムがありが、第4問Bが始まります。当然、アナウンスの指示がある前から、設問文や図表や選択肢を最低2回は読

み込まなくてはいけません。 

そうして、長文が流れる、17分19秒に全ての音声が終了。 

17分19秒～18分59秒までの、「100秒」、第5問の準備に取りかかれます。ここでは、第2問の時や第3問の時とは異なり少なくとも問27から問32までの全選択肢を速読すること

が求められます。 

そうして、 

19分00秒から23分13秒まで第5問の音声が流れ、 

23分14秒から24分29秒までの「75秒間」が、第6問の準備時間となります。 

この第6問は、設問下読みが問34と問35に限定されるので、読解量は多くありません。逆に言えば、下準備が難しい問題でもあります。第6問の14点分は容易には取れないので、第

1問から第5問までの86点分を如何にして取りこぼさないかが勝負の要になります。 

上述したインターバルの時間をストップウォッチで計測して、設問の先読みを各大問やってみるのも良いでしょう。 

共通テストのリスニングは、単なるリスニング問題ではありません。 

これは、情報処理速度を試した読解問題だと言って良いでしょう。だからこそ、春先にセンター過去問タイムアタックを施したわけです^_^ 

ひとまず、上記のアドバイスを元に、試験開始までに、脳内でシミュレーションをしてみてください！シミュレーションをしているのと、していないのとでは、雲泥の差です！ 

健闘を心から祈っています！ 
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2022年本試験スクリプトで見る時間の流れ 
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